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2015 年度版 E.FORUM スタンダード（試案）：小学校国語（八田幸恵編集） 
 
 

 話すこと・聞くこと 書くこと 読むこと 
小
学
校
低
学
年 

課題例 課題例1 
ここは、ゆめいっぱいカンパ

ニーです。会社では、すてき

な品物を作るための話し合い

をすることになりました。あ

なたは、そこでゆめいっぱい

の品物を発明する博士です。

あなたがあったらいいなと思

う「ゆめいっぱいの品物」を

考えて、分かりやすくみんな

に伝えてください。 

課題例2 
一年生になってからこれまでに、

いろいろなことがありましたね。

嬉しかったことや驚いたことな

ど、文章に書いて、新しい一年生

に教えてあげましょう。教えてあ

げたいことを思い出し、文章に書

きましょう。 

課題例3	 スーホの白い馬 
2年生は、学習発表会で「スー
ホの白い馬」を発表すること

になりました。分担して役を

受け持ち、みんなの力で観劇

するみなさんに「スーホの白

い馬」の人物や場面の様子や

雰囲気を伝えよう。そのため

に、「スーホの白い馬」の物語

のおすすめチラシを創り、自

分がどの役をどのように演じ

ようと思うか、そしてなぜそ

のように演じようと思うかに

ついて、物語と結びつけて説

明してください。 
パフォーマ

ンス 
相手に応じ、身近なことなど

について、事柄の順序を考え

筋道立てて話す。大事なこと

を落とさないように聞く。話

題に沿って話し合う。このよ

うな話す、聞く、話し合いが

できるよう、メモを取る。 

経験したことや想像したことな

どについて、相手に応じて伝わり

やすいよう、順序を整理し、簡単

な構成を考えて文章を書く。 

（物語文）書かれている場面

の出来事や人物の言動に着目

し、登場人物の心情の変化を、

想像を広げたりしながら読

む。 
（説明文）書かれている話題

や話の順序に着目し、想像を

広げながら読む。 
小
学
校
中
学
年 

課題例 課題例4 
あなたの学校の行事で、兄弟

学級（2 年生）と交流会をす
ることになりました。2 年生
の子供たちは、4 年生との交
流会を楽しみにしています。

この交流会で何を取り組んだ

ら 2 年生が一番喜ぶかを考え
て、話し合ってみましょう。

そのためには、自分がなぜそ

の取り組みにしたいのかをみ

んなに説得する理由もいえる

ようにしましょう。 

課題例5 
写真は、一瞬の出来事を写し出す

ものです。みなさんも想像力を働

かせて、写真が映し出す出来事の

前後を想像して、物語を作ってみ

ましょう。 

課題例6	 もちもちの木 
斉藤隆介の作品を読み重ねな

がら、やさしさとは何か考え

る。 

パフォーマ

ンス 
相手や目的に応じ、調べたこ

となどについて、筋道を立て

て話す。話しの中心や展開に

気を付けて聞く。進行に沿っ

て話し合う。このような話す、

聞く、話しあうができるよう、

メモを取る、共通点や相違点

を考えるなどの工夫を行う。 

「誰が」「いつ」「どこで」といっ

た物語の基本設定を踏まえ、登場

人物が関わるいくつかの出来事

を連続させ、個性的な物語を作

る。 
相手や目的に応じ、調べたことな

どが伝わるように、段落相互の関

係などに注意して文章を書く。書

く対象についての吟味し、課題な

どを整理する。 

（物語文）書かれている場面

の出来事や人物の言動、また

徐述や描写に着目して、推論

しながら登場人物の心情の変

化を読む。主題をとらえ、自

分の生き方との関わりを考え

て読む。 
（説明文）目的に応じ、内容

の中心をとらえたり段落相互

の関係を考えたりする。筆者

の提案にどう応答するか考え

る。 
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小
学
校
高
学
年 

課題例 課題例7 
あなたたちは，この町の役場

の人です。この町を誰もが暮

らしやすい町にするために２

週間後に，「わが町	 ビフォー

アフター	 プロジェクト」を

立ち上げることになりまし

た。この町で多くの人が困っ

ていると思われる場所をどの

ように改善できるか，ポスタ

ーセッションをした中で一番

理解が得られた提案をプロジ

ェクトの企画案にします。現

状写真と改善デザイン画を提

示しながら，自分の提案につ

いて町の人に理解が得られる

ようにアピールしてくださ

い。 

課題例8 
クラブ活動、委員会や係りの活動

など、みなさんは、様々な活動に

参加していますね。夏休みを前

に、四月からの活動を報告書にま

とめましょう。 

課題例9	 森へ	

自然の姿や生きることについ

ての筆者からのメッセージを

再構成し、自分なりにプロッ

トを付け、星野道夫のアンソ

ロジーを作ろう。 

パフォーマ

ンス 
目的や意図に応じ、考えたこ

とや伝えたいことなどについ

て、資料を用いたりしながら

的確に話す。相手の意図をつ

かみ、自分の考えをまとめな

がら聞く。計画的に話し合い、

意見を総合して高める。この

ような話す、聞く、話しあう

ができるよう様々な工夫を行

う。 

目的や意図に応じ、考えたことな

どを文章全体の構成や効果を考

えて書く。書く対象について吟味

し、課題などを整理し、今後の展

望を示す。 

（物語文）書かれている場面

の出来事や人物の言動、また

徐述や描写に着目して、推論

しながら登場人物の心情の変

化を読む。主題をとらえ、主

題に即して、展開や表現技法

などを評価する。自分の生き

方との関わりを考える。	

（説明文）目的に応じ、テー

マや要旨を的確にとらえる。

文章全体の構成や論理展開を

評価する。書き手の書いた文

章の背後にある、思想や物の

見方・考え方を把握すること

で、自分の物の見方・考え方

を吟味する。	



 

3 
 

E.FORUM スタンダード（試案）：中学校国語（八田幸恵編集） 
※国語科に関しては、高学年になればなるほど学年間の指導事項が大きく重複し、また扱う教材も学
年が固定されていない（たとえば芥川龍之介「蜘蛛の糸」は小中高で扱ってきた）。そこで、中学校
のスタンダードに関しては、学年ごとの課題例は示さず、質の異なる課題例１と課題例２とした。 

 
 話すこと・聞くこと 書くこと 読むこと 
課
題
例
１ 

課題例 課題例10 
プレゼン「未来に残したい、こ

の言葉！」 
あなたは、「未来に残したい、

この言葉」というテーマでプレ

ゼンテーションをすることに

なりました。期日までに次の条

件をふまえた構想案をまとめ、

提出しなさい。 
1．選んだ言葉（30秒） 
2．言葉選びの規準・理由等（3
分） 
3．説明・根拠等①＜例：アン
ケート・インタビュー＞（3分） 
4．説明・根拠等②＜例：語源
の説明・言葉との出会い体験＞

（3分） 
5．結び（30秒） 
※上記 1～5 について絵コンテ
と説明の要点を書くこと 
※A4用紙 1枚にまとめること 

課題例11 
テーマを設定して新聞記事を書

こう！ 
あなたは「みんなに知らせたい、

この話題」というテーマで新聞記

事を書くことになりました。取り

上げた話題について取材し、次の

条件をふまえて構想メモを考え

なさい。 
1．話題について書かれている資
料を複数集めてそれらを比較し、

共通点や相違点を整理・分類する

こと 
2．必要な情報をメモ用紙やカー
ドに書き、伝えたいことの中心を

決めて記事の構成を考えること 
3．5W1Hが正確に伝わるように
文章をまとめること  
4．「見出し」「リード文」「本文」
の要点を簡潔にまとめること 
5．判断や評価の理由や根拠を明
確に示すこと 
※A4用紙 1枚にまとめること 

課題例12	 少年の日の思い出 
「少年の日の思い出」は、「ぼ

く」（客）の、心が深く傷つい

た思い出が大半を占めている。

しかし、この作品は、「ぼく」

の話を聞いた「私」（主人）が、

過去を振り返る構成になって

おり、「ぼく」の語った話は、

聞き手である「私」によって、

語り直されている。「ぼく」が

話したことを「私」が文章にま

とめるという構造に注目し、次

の課題を遂行しよう。 
あなたは「ぼく」（客）です。

あなたは「私」が語り直した「ぼ

く」の思い出を読みました。深

く考えさせられたので、「私」

に向かって考えたことを書く

ことにしました。「ぼく」は何

を書きますか。 

パフォーマ

ンス 
目的や場面に応じ、日常生活や

社会生活にかかわることなど

について、相手や場に応じて構

成を工夫して話す。話し手の意

図を考え、表現などを評価しな

がら聞く。 

目的や意図に応じ、日常生活や社

会生活にかかわることなどにつ

いて、構成や論理の展開を考えて

的確に書く。書く対象について多

角的な視点から吟味し、課題の整

理や提案などを行う。 

（小説）主題を的確にとらえ

る。広い範囲に目を配ってプロ

ットを把握し、人物の言動、徐

述や描写から推論して、語り手

による登場人物の生き方の評

価を読み取る。語り手による語

りを相対化し、登場人物の生き

方に対して多角的な評価を行

う。展開や表現の仕方や技法な

どを評価しながら読む。 
 

課
題
例
2 

課題例 課題例13 
 
（話し合うの課題例） 

課題例14 
創作した短歌を推敲しよう 
自分の作った短歌を推敲し、自分

の心情を表す短歌にしましょう。

その際、提示された条件に言葉を

組み替えて推敲し、表現を工夫す

るためにはどんなことが必要な

のか探りましょう。 

課題例15	   
 
（評論文・論説文の課題例） 

 パフォーマ

ンス 
お互いの立場を尊重し、話題や

方向をとらえて計画的かつ柔

軟に話し合い、意見を総合する

だけでなく新しい意見を創出

するなど、考えを深める。 

読んだことをいかして創作につ

なげる。自分の感動を凝縮した言

葉に込め、自分の物の見方・考え

方を伝えようとする。 

（評論文・論説文） 
目的や内容に応じて、テーマや

要旨を的確にとらえる。文章全

体の構成や論理展開を評価す

る。書き手の書いた文章の背後

にある、思想や物の見方・考え

方を把握する。同テーマに関す

る他の論者の文章を用いたり

しながら、多角的に検討するこ

とで、自分の物の見方・考え方

を吟味する。 
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